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背景

 乗用軽自動車でも軽貨物事業を行うことができるよう規制を見直していただきたい。

令和４年４月の規制改革推進会議における議事概要

『規制改革実施計画』（令和４年６月７日閣議決定）

 貨物軽自動車運送事業で使用できる車両が軽貨物車に限られている運用について、軽乗用車の使用を可能と
する検討に着手し、結論を得次第、速やかに必要な措置を講ずる。

 一定の過疎地域を対象に認められている、タクシー事業者等が貨物自動車運送事業法（平成元年法律第 83 号）
の許可の取得により荷物の有償運送を可能とする貨客混載の制度について、現行制度下ではカバーできない
具体的なニーズ等について調査を行い、対応を検討し、結論を得次第、速やかに必要な措置を講ずる。

 令和３年９月１日に施行した「年末及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」（平成 15 年２月 14 日
自動車交通局貨物課長通達。以下本項において「通達」という。）に基づき、貨物自動車運送事業者による自家用
自動車の有償運送を繁忙期に認める制度について、輸送の安全性確保等を前提に、令和４年度に実施する現行
通達の運用状況（事故や法令違反の状況等）のモニタリング結果や先に実施したラストワンマイル配送のニーズ
調査の結果等を踏まえ、必要な措置について検討し、結論を得る。

軽貨物事業の規制緩和

 例えば、過疎地周辺部や郊外のニュータウン等でも貨客混載のニーズがあるのではないか。現行の「過疎地域で
人口３万未満」という対象地域の制限を撤廃すべき。

貨客混載

 ニーズの多様化を踏まえ、国が繁忙期を一律に指定する規制の在り方を見直すべき。

繁忙期通達の活用

3



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

２．貨物軽自動車運送事業における軽乗用車の活用
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貨物軽自動車運送事業における軽乗用車の活用

〇 軽自動車（下記表参照）で貨物運送事業を始めるときは、運輸支局への届出が必要
〇 軽自動車は、輸送能力や行動範囲が限られているため、許可が必要な貨物自動車運
送事業よりも緩やかな規制（１両からでも可能）

〇 これまで、最大積載量の記載のある車両に限って認めてきたが、関係者からの要望や
「規制改革実施計画」を踏まえ、軽乗用車についても、貨物軽自動車運送事業の用に供す
ることを可能とし、届出の受理の取扱いを規定した通達を発出（令和４年１０月２４日）

概要

車種別表

排気量 ～125CC 125CC超～ ～660CC 660CC超～

徒歩

自転車 二輪 軽自動車（貨物）　　　 登録自動車（貨物）

原動機付自転車

許可等 許可等不要 一般貨物自動車運送事業（許可）

種別

貨物軽自動車運送事業（届出）

軽乗用車

○ 積載できる貨物の重量は、乗車定員
から乗車人数を控除した数に５５を乗じ
た重量（単位キログラム）以内とする

○ 届出を受理した際に、過積載による運
行や有償旅客の運送をしてはならない
旨周知及び指導する

○ 届出を受理した際に、事業者自らが
過労運転の防止や運転者の酒気帯びの
有無の確認等の運行管理を適切に行う
ことについて指導する

○ 車検証の記載事項のうち、「自家用
又は事業用の別」は「事業用」、「用途」
は「乗用」とする

通達における主な規定
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Sheet1

		排気量 ハイキリョウ		～125CC		～250CC		～660CC		661CC～

		種別 シュベツ		徒歩 トホ

				自転車 ジテンシャ

				原動付自転車 ゲンドウ ツ ジテンシャ

						軽二輪 ケイニリン

								自動二輪 ジドウ ニリン

								軽自動車（貨物）

										登録自動車（貨物） トウロク ジドウシャ カモツ

		許可等 キョカ トウ		許可等不要 キョカ トウ フヨウ		軽貨物自動車運送事業（届出） ケイカモツ ジドウシャ ウンソウ ジギョウ トドケデ				一般貨物自動車運送事業（許可） イッパンカモツジドウシャウンソウジギョウ キョカ







Sheet1 (2)

		排気量 ハイキリョウ		～125CC		125CC超～ チョウ		～660CC		660CC超～ チョウ

		種別 シュベツ		徒歩 トホ



				自転車 ジテンシャ		二輪 ニリン		軽自動車（貨物）　　　		登録自動車（貨物） トウロク ジドウシャ カモツ



				原動機付自転車 ゲンドウ キ ツ ジテンシャ





		許可等 キョカ トウ		許可等不要 キョカ トウ フヨウ		貨物軽自動車運送事業（届出） カモツ ケイジドウシャ ジドウシャ ウンソウ ジギョウ トドケデ				一般貨物自動車運送事業（許可） イッパンカモツジドウシャウンソウジギョウ キョカ





軽乗用車
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規制緩和後の活用状況について（令和５年２月末時点）
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※各台数は、被けん引車（トレーラ）を除く
※近畿運輸局の台数は神戸運輸監理部の台数を含む
※軽自動車検査協会調べ
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